



一「ホ・オポノポノ(SITH= Self I-dentity Through HO'oponopono) Jを事例としてー
Consciousness Structure found in Spirituality 






現代日本のスピリチュア Jレ・ブームの成功例ともいえる「ホ・オポノポノ (SITH= Self 
































































生じたときに， Iごめんなさい(I'm sorry.) J I許してください (Pleaseforgive me.) J I愛して












発売されたのは 2008年である。「ホ・オポノポノ (SITH)Jの提唱者であるヒューレンと KR女
史あるいは彼らのセミナーの受講者を著者とする書籍は多数あり，現在では、同様の「ハワ
イのスピリチュアルもの」として， Iホ・オポノポノ (SITH)Jとは異なる流れや方法論を伝え







ガジンハウス). rHanako.l (マガジンハウス). rグラマラス.](講談社). rグラツイア.!(講談社)• 




























































































































































































































































































































とはいえ. Iホ・オポノポノ (SITH)Jは. I神聖さ」や「神秘」を否定しない。むしろ，人~ft'
を超えた完壁なる存在を積極的に認めている。その点において，十分に「スピリチユアル」的で
あり.神秘思想的であるといえるだろう。








































































































































































7 rホ・オポノボノ (81TH)Jのアジア事務局オフィシャルサイト htp・//hooponopono-asia.org/ press/ 
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についての研究は. 19世紀末から 20世紀初頭にかけてのジャネ (1859-1947) とフロイト (1856-1939)に端
を発するとされる。「ジャネは健志.遁走，多重人格，ヒステリーといった症状についての臨床的研究を行っ
ていたが.これらの症状は，心的トラウマと関連する記憶や感情といった諸要素がパーソナリテイから切り離

































31 r個人の意識 (SelfI-dentity) jの一番ょに位置する「神聖なる知能」は，ヒューレンの著書によっては. r~11I 
聖なる存在 (Divinity)jや「神聖なる愛」とも表記されることがあるが，m.味するところに相逃はないため，
本論では「神聖なる知能 (Infinite/ Divine Intelligence) jで統一する。
32 安田理深『唯識論講義上J春秋社.2012年.82頁。
33 岡野守也「唯識のすすめ.JNHK出版.2003年，参照。同書によれば.r六波羅蜜Jの「布施・持戒・忍辱・
精進・禅定・智慧」について，布施とは「人への施しj.持戒とは「戒律を守るj.忍時とは rJ殺しい環境に耐
えるJ.精進とは「横道にそれずに一心不乱に行うj.禅定とは「心を静かに保つj.智起{とは「無分別宅?を維
持する」ことを指す。
34 横山.2008年，前掲書(注23と同じ).217・220頁，参照。
35 問者 220-226頁，参照。
36 同書.214-217頁，参照。
37 この点については，鳥薗進『現代宗教とスヒリチユアリティJ弘文堂.2012年，に枠しい。同1:100頁には，
「新しいスピリチュアリテイに関心をもっ人身は，堅固な体系性，組織性をもった伝統的な宗教に灯・ましくな
い性格があると考えている。そうした「宗教」の特徴は.(1)集団への帰属を求め，集団の規範や格成体系に
服することを求めること. (2)キリストやブッダのような唯一の至高の人間.あるいは引1的超人的な存在への
帰依を求めること. (3) 自己が属する宗教のみが正しく他の宗教や思想、的立場は無価他であるかごくわずかな
価値をもつにすぎないとする独善的・排他的な姿勢. (4)利!などの趨織的存在による死後の報いを説き.信じ
ないものが罰せられるとするこ分法，などである。」との解説がある。
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